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Abstract: Chromosome counts of 138 individuals of Taraxacum officinale s.l. collected in Noto Island, Noto 
Peninsula, Ishikawa Prefecture, central Japan, showed 2n=24 and 32 chromosomes.

はじめに
　キク科セイヨウタンポポ（Taraxacum officinale 
s.l.）は、わが国に広く分布するヨーロッパ原産の
外来植物である。日本国内で広く行われた調査か
ら2n = 24の三倍体はすべての調査場所で、2n = 32

の四倍体が北海道と沖縄県を除くすべての調査場
所に存在することが明らかになっている（Sato et 
al. 2014）。
　海が障壁となり地理的に隔離される離島におい
て、セイヨウタンポポの2つの倍数性がどのよう
に分布しているかは大変興味深い。このたび、石
川県七尾市能登島のセイヨウタンポポを対象に染
色体数を調べたので報告する。

材料と方法
　石川県七尾市能登島において、2019年11月に採
集を行い、4地点から計183個体のセイヨウタンポ
ポを採集した（Table 1）。採集したセイヨウタンポ
ポは富山大学実験圃場で栽培し発根させた。発根
した根の先端を 1～ 2 cmの長さに切り取り、
2.1 mMのオキシキノリン水溶液に浸して、室温
（約25 ℃）で1時間、引き続き5 ℃で16時間前処
理を行ったのち、酢酸とエタノールを1：3の体積

比で混合したカルノア固定液で1時間の固定を
行った。1N塩酸に1時間浸したのち、根端を60 ℃
の1N塩酸に10分間浸して解離を行った。根端を
水道水に浸して水洗したのち、先端の1～2 mmを
スライドガラス上に取り、1.5 %ラクトプロピオ
ニックオルセイン染色液を1滴落として、スライ
ドガラス上で染色し、カバーグラスを被せて、カ
バーグラス上から割り箸でたたいて根端細胞をば
らばらに広げた。濾紙に挟み通常の押しつぶし法
によりプレパラートを作製した。光学顕微鏡を用
いて染色体数を明らかにした。

結果と考察
　観察を行った 4カ所 183個体のうち 96個体
（52.5 %）は2n = 24の三倍体、87個体（47.5 %）
は2n = 32の四倍体であった（Table 1、Fig. 1）。
　4地点すべての採集地から2n = 24、32の両方が
見つかった（Fig. 2）。
　過去に調べられた石川県内のセイヨウタンポポ
について、白山市産36個体中5個体が2n = 24の三
倍体、31個体が2n = 32の四倍体であり、2つの倍
数体が混ざり合って生育していた（Sato et al. 2014）
ことから、今回の能登島における結果は、石川県
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（島嶼を除く）と同様の結果を示した。
　無融合種子生殖（agamospermy）を行う三倍体
以上の倍数体セイヨウタンポポでは約1,000の微細
種が知られている（森田1997）ことから、わが国
のタンポポ属倍数体でも相当数の微細種が存在す
ることが予想される。今後、染色体数や核型など
の細胞学的特徴における多様性から、いくつの微
細種が能登島へ分布を拡げているのかを明らかに
することにより、離島でのセイヨウタンポポの分
布拡大の機構を解明する必要がある。

Table 1.　Chromosome numbers, collection sites 
and number of individuals of Taraxacum officinale  
s.l. examined in this study

Fig. 1.　Photographs of somatic metaphase 
chromosomes of Taraxacum officinale  s.l. 
A: 2n=24. B: 2n=32. Bar: 5µm.

Fig. 2.　A distribution map of the two chromosome 
forms of Taraxacum officinale  s.l. in Noto Island.
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2n=24 2n=32

Notojima neya-machi, Nanao City 19 (42.2%) 26 (57.8%) 45

Notojima suso-machi, Nanao City 36 (66.7%) 18 (33.3%) 54

Notojima sanami-machi, Nanao City 9 (24.3%) 28 (75.7%) 37

Notojima nagasaki-machi, Nanao City 32 (68.1%) 15 (31.9%) 47

Total 96 (52.5%) 87 (47.5%) 183
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